
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
医療法人 

博和会 
代表者 宇宿 慶一 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

当事業所は、ご利用者様が住み慣れた自宅または茂木地区で、その方らしい生活を

送れるように柔軟なサービス提供に努めています。また、当事業所の職員がいち早く

顔なじみの関係となり、家庭的な環境の下サービスを提供する事で、事業所を利用す

ることが生活の一部や楽しみとなるように尽力しています。 
事業所名 

小規模多機能型居宅介護 

サンブライト茂木 
管理者 永石 裕也 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 1 人 0 人 1 人 0 人 0 人 2 人 0 人 6 人 

項  目 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

Q1 

少なくとも常勤のスタッフ全員で事業所評価に取り組んでいることが確認できたか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q2 

事業所評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見が反映されていることが確認でき

たか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q3 

前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組が行われていたか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q4 

今回の改善の必要な点が明らかにあり、その改善計画が具体的にたてられているか？ 

→はい 4 いいえ 1 わからない 0 無記入 0 

 

Q5 

事業所自己評価に取り組んだ経過(姿勢)に対する意見 

 ・前向きに取り組まれている結果だと思います。お疲れ様です。 

 ・できている点、できていない点が多く挙げられており、スタッフの皆様が振り返りを行い 

  意見を反映されていることがわかりました。 

 ・前回の改善計画を踏まえ、利用者様 1人 1人の履歴書を作成されている等、具体的な取  

  り組みの様子を伺うことができました。 

 ・評価表の作成お疲れ様でした。書き出されている項目の多さが様々な意見を拾い上げてい 

  ると思いました。 

 ・タブレットの有効活用で利用者様だけではなく、家族の方々への気づかいも感じ取れまし 

  た。 

➢利用者様の「○○をしたい」を実現する 

ため、各利用者様の履歴書を作成し希望や

ニーズを聴き出す時間を作る。 

 

➢送迎時や家族の事業所訪問時には家族と会

話を行い、利用者様の暮らしや思いを把握

する。 

 

➢事業所自己評価は、現在できている点を継

続できるようにする。またできていない点

についてはなぜできていないのか会議等で

振り返りを行う。 

 

➢ケアパレットを有効活用する。小さな変化

や行動等は記録に残す。また朝礼、終礼で

は気づいた点を職員全員に共有する。 

 

➢職員間で共有した情報を誰が対応しても同

じ判断、支援ができるように知識を深める

研修を行う。 

 

➢サロン活動など地域での集まりを把握し、

参加する。 

 

➢地域住民や民生委員、ボランティアと顔の

見える関係性を築き、必要時は支援に協力

してもらえる体制作りを行う。 

 



 ・完全ではなくてもスタッフの皆様の改善への努力が伺えました。 

 ・職員全員で自己評価に取り組んでいることがよくわかりました。 

・自己評価を活かし、利用者さんへの対応など改善点を見つけることができていると感じま

す。努力の姿勢が見られます。 

 

Q6 

今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

 ・項目が細分化され過ぎていると思います。3と 4と 5はまとめる。6と 8をまとめる。 

  2と 9をまとめるなど。なるべく職員は利用者様との時間を増やすためにはゆとり 

 （余裕）が必要だと思います。 

 ・昨年度よりも具体性をもって立案されていると思いました。より細やかな行動計画を立て 

  共有することでスタッフの皆様全員が共通理解で取り組むことができるのではないかと思 

  いました。 

 ・今回の履歴書作成は大変すばらしかったと思います。１度やりはじめているので継続のハ 

  ―ドルは高くないと思います。今後も思い思いの形で履歴書があると業務の幅が広がるの  

  ではないでしょうか。  

 ・「スタッフ同士の共有点の確認」「目を見ての声掛け」「記録、申し送り」など具体的で達 

  成可能な計画になっていると思いました。 

 ・利用者様とのコミュニケーションが 1番簡単なようで難しいことだと思いますが、小さ 

  なミスや反省点について共有し、改善から実行できる体制になっていると思いました。 

・1 の「初期支援」について。次回までの具体的な改善計画はやや明確さに欠ける。どのよ

うな手段で利用者様のこれまでの暮らしや思いを把握するのでしょうか？ 

 ・2の「～したいの実現」について。具体的な改善計画になっていないと感じました。5W 

  1Hでの記載がよいと思います。 

 ・3の「日常生活の支援」について。履歴書作成による情報収集は有効であると思います。 

  また、職員が利用者様と寄り添うきっかけ、情報収集のスキルアップにもつながるものと 

  捉えています。 

 ・4 の「地域での暮らしの支援」について。サンブライト茂木は積極的に地域との関わりを

もっている事業所だと思います。今より一層、利用者様にとって身近な地域資源（近所の

方、仲のよい方）との結びつきが構築できることを願います。 

 ・5 の「多機能性のある柔軟な支援」について。地域資源の活用事例は、「独居で安否確認

と食事確保が必要なケース」などカテゴリー化し、該当する社会資源をリストアップ、フ

ァイル化すると社会資源の整理、理解度が低い職員の学習教材になるのではないでしょう

か？ 

 ・9の「人権プライバシー」について。虐待や人権に留意し、今後もケアをお願いします。 

  

Q7 

自己評価をテーマとした自由意見 

➢サービス機関とのカンファレンスに職員が

参加できる機会を作る。 

 

➢類似した事故、ヒヤリハットが繰り返し起

こらないように短期間で改善策を考え、朝

礼や終礼で職員へ共有する。 

 

➢事故防止委員会は職員にヒヤリハット報告

書の充実と介護事故を減らす注意喚起を引

き続き行う。 

 

➢全体会議で地域資源についての勉強会を開

催し、知識を身に付ける。 

 

➢利用者様が普段利用している店や人間関

係、場所を把握し地域とのつながりを大切

にする。 

 

➢人権やプライバシーに関する研修や振り返

りを定期的に行う。 

 

 



 ・遠慮することなく「よくできている」の評価をつけてよいと思います。その反面、もっと 

  上を目指している姿が垣間見られて素晴らしいと思えました。 

 ・「なんとかできている」が多いのは、現状に満足することなく努力の証拠だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

Q1 

家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q2 

事業所は居心地がいい空間になっているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q3 

事業所内・外に、不快な音や臭い等はないか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q4 

日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていないか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q5 

上記(Q1～Q4)に関する意見 

 ・限られた職員で支援を行うので、風通しを良くするためには外部からの訪問を積極的に入 

  れる工夫を取ることが必要だと思います。 

 ・運営推進会議への出席で定期的に事業所内に入らせていただく機会がありますが、利用者 

  様にとって居心地のよい空間を提供されていると感じます。新型コロナウイルスをはじめ 

  とする様々な感染症は高齢者にとってリスクは高いため、事業所へ立ち寄る際の体調チェ 

  ックを徹底されており利用者様の安全に尽力されていると思います。 

 ・まだ新しい事業所ということもありますが、居心地のよい場所だと思います。普段見れな 

  い水回りなど次回は見てみたいです。 

 ・2カ月に 1回の訪問ですが、事業所はいつも明るい雰囲気で入りやすいです。 

 ・清潔を保つことは、においや居心地に直結してくるので、手を抜かずチェックされている  

  と思いました。掃除も隅々まで行き届いていると思います。 

 ・常に壁には季節の飾りつけがあり、明るく楽しい事業所の印象があります。 

  

Q6 

事業所のしつらえ、環境をテーマにした自由意見 

・事業所周辺の雑草など整備されていると思います。せっかく広い裏庭があるので散歩して 

  楽しい四季折々の草花があったらいいなと思いました。 

 ・しつらえや環境に支障を感じるところはありません。しっかり対応していると思います。 

 ・イベントの度に飾り物などを作られスタッフの皆様は大変だと思いますが、写真などを拝 

  見させていただくと笑顔や楽しまれている利用者様の様子があり努力が報われていると思 

➢家族や地域の方々が来所できる機会を適宜

検討する。実現できるように努める。  

 

➢運営推進会議では、利用者様の生活空間や

事業所内の設備案内を行う時間を設ける。

また会議内で生活状況を報告する。 

 

➢臭いも含めた清掃を行い、居心地の良い 

空間・環境づくりを継続する。 

 

➢感染症予防を徹底する。時間ごとに換気と

手に触れる設備の消毒を行う。 

 

➢事業所内は毎月季節を感じられるような装

飾を行い、四季を感じていただく。 

 

➢玄関は常に開放する。誰もが訪れやすい開

かれた事業所にする。 

 

➢事業所へ家族が面会に来られた際は日頃の

情報交換を行い、安心して利用していただ

ける関係性を築く。 

 

➢感染症の状況を鑑みながらボランティア等

の検討も行う。 

 

➢花や野菜など利用者様と一緒に育てる機会 

 を作る。  



  います。 

 ・ボランティア活用で掲示や季節に合った花などを生けるなど職員負担軽減を図り、外部の 

  マンパワーを活用してはどうでしょうか。 

→  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

Q1 

職員の挨拶はできているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q2 

事業所は、地域の方に知られているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q3 

何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場所になっているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q4 

事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加しているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q5 

上記(Q1～Q4)に関する意見 

 ・いつも安心して相談やお話ができます。付き合いが長いこともありますが、職員の皆様が 

  明るく適切に対応してもらえています。 

 ・前回の改善計画について具体的に取り組んでいる様子がうかがえました。茂木若人の会の 

  一員として花火大会をはじめとするイベントや活動に参加されていたり、清掃活動を行わ 

  れており、業務で多忙な中、地域活動にも目を向けて積極的に参加されている様子を日頃 

  の運営推進会議での報告を通してもよくうかがえました。 

 ・茂木ふれあいまつり、ちんじんよか BY 市などの会場設営、またわかな荘交流会やもって 

  こいカフェへの参加、保育園、小中学校への雑巾寄与と多くの関わりをもっていただけま 

  した。 

 ・新たな試みとして認知症カフェへの参加により地域の繋がりを継続させようとする姿勢が 

  うかがえました。また、茂木若人の会を通じて地域行事への積極的な参加がなされている 

  と思います。  

 ・事業所内外で職員の方にお会いすることがありますが、いつも丁寧に御挨拶いただいてま

す。  

・事業所の認知度上がっていると感じます。サンブライトの話が話題にあがることもありま

した。 

 ・雑巾プロジェクトや作品展への出展など、感染予防に努めながら工夫して地域とのつなが

りを保とうとしていると感じます。 

  

 

➢茂木若人の会に引き続き参加する。イベン

トの会場設営のお手伝い、清掃活動を中心

にできることがあれば可能な限り参加させ

ていただく。 

 

➢小島茂木地域包括支援センターが開催する

認知症カフェ以外に利用者が参加できる交

流会を発掘する。 

 

➢管理者以外の職員も地域の方と触れ合う機

会には積極的に出向き、地域との関わりを

深める。 

 

➢引き続き、運営推進会議において、地域交

流の活動が具体的にわかるように、報告や

議事録の作成を行う。 



Q6 

事業所と地域の関わりをテーマにした自由意見 

 ・若人の会などよく参加しているなぁと感心します。スタッフの方は地元の方ではないのに 

  茂木のためによくお付き合いができていると思います。素晴らしいです。 

 ・茂木地区も高齢化が進んでいます。スタッフの方々が地域の行事やイベントに参加してい 

  ただけるのは地域の方々も大変喜んで心強い限りです。今後もよろしくお願いします。 

→・事業所の方から地域への要望があればぜひお聴きしたいです。 

 ・地域イベントには難しいですが可能な限り利用者さんも一緒に参加ができたらと思いま

す。 

 ・負担のない範囲内で良いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

Q1 

利用者を事業所の中だけに閉じ込めていないか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q2 

利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q3 

事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加しているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q4 

利用者以外のご近所に心配な方に、事業所は関わっているか？ 

→はい 2 いいえ 0 わからない 3 無記入 0 

 

Q5 

上記(Q1～Q4)に関する意見 

 ・ご利用者様の希望もありますが、ご家族様協力の下で実施する方向で良いと思います。 

 ・小島茂木地区地域包括支援センター主催の認知症カフェに利用者様が参加されており、利 

  用者様が地域に出向く機会の提供をいただいていると思います。また、サロンの参加もし 

  ていただいており、昨年度に増して地域交流をより強めていただけていると思います。   

→・ふれあい祭り会場設営などお忙しい中参加していただいてありがたいです。 

 ・安全面や感染対策の上、外出イベントを実施されており、利用者様に非日常的な経験機会

を提供いただいていると思います。 

 ・ボランティアの協力も必要と思いますのでうまく活用できればと思います。 

 ・感染予防に留意しながら外出行事の企画運営がなされていると思います。 

 ・外出の回数は増えていると思います。欲を言えばキリがないですので、これからもよろし

くお願いします。 

 

Q6 

地域に出向いて本人の暮らしを支えているをテーマにした自由意見 

→・少しでも刺激があることで利用者さんの楽しみが増えるのはとてもいいと思います。今後

も継続していただきたいです。 

 ・茂木地区は、茂木地区ふれあいセンターを中心に様々な地域活動が非常に活発な地域だと

感じております。サービス提供中に地域の場に出向くという調整は難しいと思いますが、

利用者様の元来の趣味等を聞き取る中で、興味を示す活動もあり、家族と共に参加するこ

とも検討ができる活動もあるのではないかと思います。 

➢感染予防対策を継続しながら外出行事を積

極的に企画運営する。また、地域のイベン

トにも管理者以外の職員も参加する。 

 

➢利用者様に係るインフォーマルな資源の

方々と普段から連絡を取り合える体制作り

に努める。 

 

➢茂木の社会資源を発掘するために茂木地区

ふれあいセンターの掲示板を活用する。 

 

➢利用者様の生活を支えることができるよう

これまで以上に地域包括支援センターと連

携を図る。 

 

 



 ・日常の中でご利用者様が施設内だけで過ごすのではなく、活動、外出できる機会が日常に

なればいいと考えます。 

 ・ご近所の心配な方がいらっしゃる場合は、地域包括支援センターと必要時情報共有をお願

いいたします。 

 ・小多機ならではの取り組みはあると思います。地域の中に入り込むのが大変な土地柄では 

  あるかと思いますが、その壁を崩す努力をしていると思います。 

 ・事業所の中だけではなくもってこいカフェなど多くの方々と利用者様がふれあう機会があ 

  るのはよいことだと思います。 

 ・地域との関わりも大切ですが、ご家族様との時間、電話で話すなどご本人の寄り添えるも 

  のが叶うことが大事ではないかと思います。 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

Q1 

運営推進会議では、事業所の取り組みが解りやすく説明されているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q2 

運営推進会議では、地域の心配の方などの事例検討が行われているか？ 

→はい 3 いいえ 0 わからない 2 無記入 0 

 

Q3 

運営推進会議では、地域の取り組みを一緒に取り組もうしているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q4 

運営推進会議で出た意見を改善に繋げているか？ 

→はい 5 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q5 

上記(Q1～Q4)に関する意見 

 ・事業所の一生懸命な取り組みが伝わってきます。 

 ・事業所の取り組みはいつも細かいところまで説明していただき、こちらの質問にも丁寧に 

  答えて下さっています。 

 ・地域での取り組みも行事、イベント等にできるだけ参加して溶け込もうという姿勢が感じ 

  られます。 

 ・事業所の中のことは会議を通してよくわかりました。外部とのかかわりはイベント関係の 

  ものが多かった気がします。個人情報もあるのですべて報告となると難しいところもあり 

  ますね。 

 ・運営推進会議では日ごろの様子や地域との連携について様子がよくわかる報告をいただい 

  ていると思います。ヒヤリハットを意識的に多く挙げ、事故防止に努められていることも 

  よく分かりました。運営推進会議では地域の代表の方も参加されていますので、地域で心 

  配な方がいらっしゃれば事例検討を行っていただくことで多角的な視点で助言を受けるこ 

  とができる機会になると思います。  

→・事業所評価のどれが「運営推進会議を活かした取り組み」の改善計画なのか明示してもら 

  えたら助かります。 

  

Q6 

運営推進会議を活かした取り組みをテーマにした自由意見 

 ・運営推進会議に老人会、民生委員さん等の参加があったらもっと意見が出てくるのではと 

  思っています。 

➢事業所のみで解決できない事例がある場

合、運営推進会議の場にて相談させていた

だく。 

 

➢地域の方で困っている方がいれば運営推進

会議で事例検討させていただき相談しやす

い事業所を目指す。 

 

➢運営推進会議にて地域課題が明らかになっ

た際は、事業所として何ができるか検討し

実行に移す。 

 

➢運営推進会議の場において地域課題を聞き

取る機会を作る。 

 

➢現在の構成員様以外にも地域住民で運営推

進会議に参加していただける方がいれば声

掛けを行う。 



→・会議で出た意見は早急に改善されていると感じます。毎回有意義な意見交換がなされてい

るのではないかと思います 

・ヒヤリハットの内容が細かくて感心します。毎年介護の質が向上しているようです。今後

も継続してください。 

 ・会議では、皆さんの取り組みを知ることができてとても有意義な時間だと思っています。

これからも地域を支えるために頑張ってほしいと思います。 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

Q1 

事業所の防災計画(火災・風水害・地震等)を知っているか？ 

→はい 3 いいえ わからない 2 無記入 1 

 

Q2 

事業所は、地域の防災訓練に参加・参画したことがあるか？ 

→はい 2 いいえ 3 わからない 無記入 1 

 

Q3 

事業所の防災訓練に参加したことがあるか？ 

→はい 1 いいえ 4 わからない 無記入 1 

 

Q4災害時、事業所は頼りになりそうか？ 

→はい 2 いいえ わからない 3 無記入 1 

 

Q5 

上記(Q1～Q4)に関する意見 

 ・災害、風水害、地震とそれぞれの防災訓練マニュアルを作り、避難訓練も利用者様と共に 

  されているようで安全対策はよく取られているのではと感じます。 

 ・災害時に事業所としてできること、できないことを区分して提示知ることが必要だと思い 

  ます。 

 ・毎月の避難訓練は大変だと思いますが、しっかり取り組まれているようで預ける家族とし 

  ては安心です。場所的にも火災や地震の時に緊急車両等が来るのに時間がかかるかと思い 

  ますので日ごろの訓練はこれからも継続してもらいたいと思います。 

 ・場所的に台風や地震の時は他所へ頼ることも必要ではないでしょうか。 

 ・毎回の運営推進会議で事業所内での避難訓練の様子を伺うことができました。また、事業 

  所での火災時の避難マニュアルや自然災害時における業務継続計画についても拝見させて 

  いただき、火災時の対応を具体的に示していることが確認できました。 

→・避難訓練では地域の方も参加され、一緒に取り組んでいるようですね。いざという時は近

隣住民の方の力が必ず必要となりますので今後も継続してもらえたらいいと思います。 

  

Q6 

事業所の防災、災害対策をテーマにした自由意見 

 ・火災は思わぬところに発生します。日ごろの訓練を怠らず今後も継続をお願いします。 

 ・雨の日も雪の日も対策をされていることに関心しています。 

 ・災害は夜間等の職員配置が少ない時間帯に発生することも考えられます。避難マニュアル 

  については、スタッフ全員の共有を徹底していただくことや、マニュアルの保管場所をわ 

  かりやすい場所に定めていただき、災害発生の備えをお願いいたします。 

➢運営推進会議の場で防災計画の報告、資料

の配布を行う。また、自然災害についての

訓練、計画についても適宜訓練を行う。 

 

➢年2回の総合避難訓練は、現在、地域の方

参加してもらえているため、多数の方々に

参加してもらえるよう周知する。 

 

➢毎月の避難訓練では夜間の火災を想定した

訓練も実施する。また防火管理者は夜間の

避難方法についても定期的に説明を行う。 

 

➢ケアマネジャーは事業所以外に活用できる

社会資源をサービスに結び付ける。情報収

集は茂木地区ふれあいセンターを活用す

る。 

 

➢体調不良時や天候災害に関わる避難等、利

用者様のニーズに応じて柔軟にサービス調

整を行う。 

 

 

 

 



その他 

Ｑ1 

全体の感想など 

 ・今年度は特に小島茂木地域包括支援センターとの連携や認知症カフェへの参加等を積極的に行っていただき、より地域とのつながりを深 

  められていることを日々感じております。茂木若人の会の一員としての活動も積極的に行っていただいており、地域の繋がりが強い茂木 

  地区に根差した事業所であると思います。 

 ・介護度が高い利用者様や、長期で宿泊されている利用者様もいらっしゃると思います。改善計画にも立てられていたように、利用者様が 

  これまで生活されてきた地域とのつながりを大切に支援していただければと思います。 

 ・今年度は多くのヒヤリハットを挙げ、対策に関して運営推進会議の場で協議ができたと思います。今後もヒヤリハットを挙げていく中で 

  気づいたことや改善策を職員間で共有していただき、安全で安心なサービスに繋げていただければと思います。 

 ・家族以上に細かい気配りをされながらのお仕事で大変だと思います。皆様の努力が地域の安心感に繋がっていると思いますので要望等が 

  あれば地域の方へ事業所のほうから出してみてはと思います。 

 ・事業所内でのイベントを毎月企画、開催をしていることは存じております。毎月行うのはスタッフの皆様も大変かと思いますので外部か 

  らの刺激を取り入れてもよいのではないでしょうか。茂木にも楽器演奏ができる方もおられますよ。感染症の問題等もあるかと思います 

  が来年度は新たな取り組みとしていかがでしょうか。先日 TVで認知症の方に専門の方がマニキュアを施したら表情が前と後でぐんと変 

  わったのが印象的でした。試してみてもよいかと思いました。 

 ・今年もこの評価に参加できてほっとしています。大変ではありますが年中行事の感覚です。スタッフの皆様にはいつもよくしていただい 

  ていると思います。忙しい業務の中、日々利用者様のことを大切に思っていただけていると感じております。今後ともよろしくお願いい 

  たします。 

 ・今年度もお疲れさまでした。毎年試行錯誤しながら成長し続けている事業所であることは間違いありません。今後も自信を持って利用者 

  様のケアに努めていただきたいと思います。改善点があることはまだまだ発展途上の伸びしろがある事業所ということです。少しでも皆 

  様の理想に近づけるようこれからも頑張ってください。期待しています。 

 ・地域で暮らす施設として、利用者様の生活を支える第一線として大変なこともあるかと思いますが、本校の実習施設としてご検討できる 

  かどうかご検討いただけると嬉しいです。よろしくお願いします。 

  

 

 



 


